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石州防災Ｓ形瓦「スーパーモランＳ45 」愛用のしおり
瓦屋根工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく工事してください。

安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意 （必ずお守りください）

●ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や家財の損害に結びつくものです。安全に関する重

　 要な事項ですので、必ず守ってください。

●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保管してください。

●表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で

　 説明しています。

●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、以上のないことを確かめてください。

　 　

この欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」

内容です。

　●屋根工事に際しては、屋根からの転落の危険があります。施工要領書通りに正しい作業を

     行ってください。

　　　　※安全対策を怠ると、落下してケガをする恐れがあります。

　●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネットや足場を設置してください。

　　 　※設置を怠ると、落下してケガをする恐れがあります。

　●屋根面から器物が落下しないようにしてください。瓦の積み上げ、破材処理については、

     施工要領書どおり正しい作業を行ってください。

　   　※器物が落下すると、ケガ及び器物破損のおそれがあります。

この欄は「負傷を負う可能性または物的損害のみが発生

する可能性が想定される」内容です。

  ●瓦屋根の上には物を乗せないでください。

　　　 ※瓦屋根の上に物を乗せると荷重による破損、器物の落下の恐れと雨漏りの原因に

　　　なることがあ ります。

　　　アンテナ・太陽熱温水器などの設置工事の場合には、必ず専門の工事業者に依頼して

　　　ください。

　●瓦は施工要領書通り必ず緊結してください。

　　　 ※緊結不良により瓦のズレ、落下のおそれがあります。

　●瓦の取り扱いの時は、必ず手袋を着用してください。

　　　※瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。

　●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を確認してください。

　　　 ※結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが切れることがあります。
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安全施工のために

　　　　１１１１））））作業開始前作業開始前作業開始前作業開始前のののの点検点検点検点検・・・・確認確認確認確認

①屋根工事施工者は、正しい服装で安全作業をしてください。

②保護帽はきちんとかぶり、あごひもは確実にしめ、安全帯（命綱）、作業靴（すべりにく

　 いもの）を必ず着装してください。

③健康状態に注意して作業してください。

④グラインダー・サンダーでの切断時には防塵メガネ・防塵マスクを着装してください。

　　　　２２２２））））作業作業作業作業におけるにおけるにおけるにおける点検点検点検点検・・・・確認確認確認確認

①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているか確認してください。

②屋根下地の施工が安全に行われているか確認してください。

③整理・整頓に心がけてください。

④転落防止の足場を確保してください。

⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。

　　　　３３３３））））施工後施工後施工後施工後についてもについてもについてもについても養生養生養生養生・・・・保守管理保守管理保守管理保守管理をををを徹底徹底徹底徹底してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

　　　　４４４４））））そのそのそのその他他他他

①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、又これらと同等の

　 施工能力を持った専門業者を対象としています。
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瓦の取り扱い方法

現場へ瓦を置く時は、置く場所が水平かどうか確認し、水平なところへ置いてください。

パレット積みされた瓦をパレット単位で重ね置きしないでください。

瓦のバラ置きは、荷崩れしないよう注意してください。

瓦は建屋にもたせかけないでください。

瓦を運ぶ時は、結束バンドを持たずに瓦自体をお持ちください。

（結束バンドの接着不良、劣化等により結束バンドが切れることがあります。）

瓦揚

瓦揚瓦揚

瓦揚げ

げげ

げ

瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行ってください。手渡し等は絶対しないでください。

クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行ってください。屋根の上で水平と成るような台を

設置してから作業してください。

作業現場に適した機械のかけ方をしてください。また、瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないで

ください。
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瓦瓦瓦瓦のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい方法方法方法方法とととと保守管理保守管理保守管理保守管理



葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお渡しし、お施主様に満足していただくため屋根施工後、

施工業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底してください。

１）　工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに掃除してください。

２）　足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くようにしてください。また、屋根面を足場

　　  にして作業等する場合は、必ず養生板を敷きこんでください。

３）　作業中、足場から屋根面へ飛び降りたり、物を落としたりするとひび割れ、破損を生じ、

　　　雨漏り等のクレームの原因となりますので注意してください。

４）　はしごをかける場合には、当て木を使ってください。

５）　壁面、その他モルタル塗り、リシン吹き付けなどの吹き付け作業に際しては、屋根面の

　  　シート養生を徹底するよう指示してください。

   ※瓦に付着したモルタル、塗料の汚れは、補修できませんのでご注意ください。

６）　アンテナ、太陽熱温水器、ソーラーパネル等の設置工事時は、瓦の破損、ズレが生じ

　　　やすくなりますので、ご注意ください。

　 ※重量物を設置する場合、荷重が一点にかからないようにしてください。
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施工後施工後施工後施工後のののの保守管理保守管理保守管理保守管理



粘土瓦の特性について

瓦は天然原料である自然の粘土を原料とした大型厚物焼成品です。粘土は採取場所により、その成分・

性質は微妙に異なり、また同一場所の採取でも全く均一ではありません。このように瓦は原料自体が均

質化された工業原料でなく、自然から生まれた生きた粘土を使うため、それ自体が機械化に向くようにで

きていない。科学的な管理が難しい焼成品です。

日本の瓦は約1000年以上前から作られてきましたが、製造技術･焼成技術が飛躍的に進歩し、大量生

産できるようになった現在でも『瓦は天然原料を使った自然素材である』ことをご理解いただき、その特

性をあらかじめご承知置きください。

○ 粘土成分の違いや気圧など気象条件による焼成窯内雰囲気の変化により、微妙な色ムラが発生して

　  いる場合があります。

○ 焼き物特有の若干のネジレや寸法のバラツキがある場合があります。また瓦は重ね合わせて施工し

　  ていただきますが、葺きあげ後に瓦と瓦の間にスキマが発生することがあります。

○ 施工後、日焼けによる色あせやホコリの付着などによる色合いの変化が発生する場合がありますが、

　  屋根材としての品質・性能および耐久性を損なうものではありません。

○ 陶器瓦（釉薬瓦）は貫入（かんにゅう）と呼ばれる表面亀裂が発生する場合がありますが、これは陶器

　  製品特有の釉薬表面層に発生する亀裂であり、本体生地までの亀裂ではなく品質の劣化を伴うもの

　 ではありません。

○ 陶器瓦〔釉薬瓦）には釉薬面にピンホールと呼ばれる小さなへこみや粘土素地の露出が発生している

　  場合があります。釉薬の気泡や粘土に含まれる有機物などが燃焼して発生するものですが、焼きもの

　  として、また屋根材としての品質上の問題は一切ありません。

○ 石州瓦は１２００度以上の高温で焼成しております。粘土の中に含まれる砂粒の一部が瓦表面で破裂

　   し､小さなクレーターが出来、瓦素地の露出が発生している場合があります。選別で不良な傷の瓦は

　  取り除いています、屋根材としてはなんら問題のない小さな傷はご容赦ください。

　  安心してご使用願います。

　

○ 改良のため、仕様・外観は予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

○ 製品カタログ等の色調は、印刷のため実際の色とは多少異なる場合があります。

●

●●

●　

　　

　工事担当者

工事担当者工事担当者

工事担当者の

のの

の方々

方々方々

方々にお

におにお

にお願

願願

願いいたします

いいたしますいいたします

いいたします。

。。

。

　　 

　　 　　 

　　 施工中

施工中施工中

施工中、

、、

、不適切品

不適切品不適切品

不適切品を

をを

を発見

発見発見

発見された

されたされた

された場合

場合場合

場合は

はは

は使用

使用使用

使用せず

せずせず

せず取

取取

取り

りり

り除

除除

除いてください

いてくださいいてください

いてください。

。。

。

○粘土瓦の施工には専門の工事が必要です。専門工事業者にご相談ください。工事に不備があると、

　 落下・雨漏り等の原因になることがあります。

○寒冷地積雪地域あるいは強風地域では、特殊な工事を必要とする場合があります。こうした地

　 域で粘土瓦を使う場合には、専門工事業者にご相談ください。

○粘土瓦を使った屋根は、関連する工事標準仕様書に基づいて設計してください。特殊な設計を

　 行う場合は、専門工事業者にご相談ください。

○ 屋根勾配が4.0/10未満のときは特にご注意ください。

最近は温暖化の影響か、強風を伴い強い雨がよく降ります。

その対策として下葺材はゴムアス系を、そして縦桟木で横桟木を浮かしての施工をお勧めします。

これは万が一のとき、室内への漏水を防ぎ軒先へスムーズに排水する為に有効です。

安全安全安全安全にににに関関関関するごするごするごするご注意注意注意注意

7

安心安心安心安心のためのおのためのおのためのおのためのお願願願願いいいい



製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様

物性概要

スーパーモランＳ４５の標準屋根勾配と流れ長さ

※この性能値は保証値ではありません。

　　施工時には地域や建造物の種類等を考慮し、下地に注意してください。

　　（下葺材には、二次防水を考慮してゴムアスなど防水性能の高いものを使用してください。

　　　縦桟木や溝付き桟木も有効です。）
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325

280

2

6

0

3

2

0

項    目 

曲げ              

破壊強度 

吸水率 

凍害試験 

実 験 結 果 

1500N 以上 

6％ 以下 

ひび割れ･剥離異常なし 

長　　さ

幅

重　　量

全　　長

全　　幅

働き寸法

葺き枚数

寸　　法

　３２０ｍｍ

　３２５ｍｍ

　２８０ｍｍ

許容範囲（±４mm）

約

13.6

枚（㎡）・約４５枚（坪）

約４６kg(㎡)・約１５３kg（坪）

　２６０ｍｍ

3.0

3.5

5.0

4.5

4.0

６ｍ 　

４ｍ

10ｍ

８ｍ流れ長さ勾　配

　

12ｍ 14ｍ 16ｍ 18ｍ

Ｎ・ホワイト 

Ｎ・グレー 

Ｎ・オレン

Ｎ・モカ 

アンティークブラウ

リーフグリー

マットブラック 

チークブラウ

ギングロ 



スーパーモランＳ４５の標準瓦割付寸法（その1）

　

◎エル袖と一体袖の二種類準備しました。  

一体袖瓦仕様一体袖瓦仕様一体袖瓦仕様一体袖瓦仕様

9

2

5

登り桟木

破風板

下葺き材

桟木

(15

×

21

以上）

桁方向の割付寸法 

一体型右袖 

瓦の施工 

 

 

 

280×枚数

215

255

桟木

(15

×

21

以上）

下葺材

野地

下葺き材

桟木（15×21mm以上）

破風板

（高さ約25mm）

登り淀

桟木施工 

下葺き材

登り淀（高さ約

25mm

）

下葺材施工 

230

250

3

2

0

315

335

3

2

0

一体型左袖 



スーパーモランスーパーモランスーパーモランスーパーモランＳＳＳＳ４５の４５の４５の４５の標準瓦割付寸法標準瓦割付寸法標準瓦割付寸法標準瓦割付寸法（（（（その２その２その２その２））））

◎一体袖（左袖割付詳細図） ◎一体袖（右袖割付詳細図）

◎エル袖瓦葺き姿図 ◎一体袖瓦葺き姿図
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切妻屋根一体袖仕様 7寸紐丸一本伏せ 

軒　　部

　

　

　

左

袖

部

　

右

袖

部

棟　　部

破風板

45

280

野地板

170

35

215

桟木(15×21ﾐﾘ以上）

破風板

280

255

280

2

5

9

5

登り淀

35

　

野地板

桟木(15×21ﾐﾘ以上）

下葺き材

300

335



スーパーモランＳ４５の標準瓦割付寸法（その３）
　　　　エルエルエルエル袖仕様袖仕様袖仕様袖仕様

桁方向の割り付け寸法

 

◎エル袖瓦（右詳細図）

※登り淀の外側より２９５mm地点に墨を打ってください。 ※登り淀の外側より３４０mm地点に墨を打ってください。

　登りの割付け寸法

縋る施工ある場合の割り付けは、特にご注意願います。

◎エル袖瓦（左詳細図）
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1

5

5

　

140

ｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ

釘

65mm

又は、

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ

破風板

野地板

添木

瓦座

10

4

5

1

5

295

45

ﾊﾟｯｷﾝ

付

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ65mm

ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ65mm

桟木（

15

×

21

以上）

ﾊﾟｯｷﾝ

付

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ65mm

1

5

5

ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ65mm

15

ｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ

釘

65mm

又は、ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ

340

瓦座

破風板

添木

下葺き材

45

4

5

1

5

野地板

140

桟木（12×21以上）

　

　

　

　

Ｄ

Ｃ=引っ掛け駒の厚み

Ｂ=軒瓦の桟木位置（全長ｰＡｰＣ）

Ａ=軒瓦の出

Ｄ=瓦座の高さ（桟木の高さ＋瓦の厚み）

Ａ

Ｂ

Ｃ

軒先プラ面戸

2

6

0

2

6

0

2

6

0

2

6

0

全

長

3

2

0

ﾐ

ﾘ

1

5

4

5

280×枚数

45

50

240

10

295

1405055

295

45

385

340

280

15

45



スーパーモランＳ４５の標準瓦割付寸法（No.４）
トンビトンビトンビトンビ仕様仕様仕様仕様

カッポン仕様

12

　

305

Ａ

　

　
65

Ａ＝軒瓦の出

　

　

280

45 30

325

トンビ上丸

カッポン

トンビ

65 45

45

45 65

260

30

　

パッキン付き

ステンレスビス（Ｌ-１２０mm）

　

（280）×Ｘ枚

Ａ＝軒瓦の出 Ｂ＝とんび割付位置

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

305

305

7

5

2

3

0

トンビ上丸

(軒瓦の出寸法75ﾐﾘの例）

トンビ

カッポン

75

230

6

5

4

5

65 75

1

4

0

3

0



注：例）軒瓦の出寸法７５ﾐﾘの場合

注：例）軒瓦の出７５mmの場合 軒瓦の桟木位置＝　２３５ｍｍ

流れ枚数 流れ寸法 流れ枚数 流れ寸法 流れ枚数 流れ寸法 流れ枚数 流れ寸法

１枚 495 １１枚 3,095 ２１枚 5,695 ３１枚 8,295

２枚 755 １２枚 3,355 ２２枚 5,955 ３２枚 8,555

３枚 1,015 １３枚 3,615 ２３枚 6,215 ３３枚 8,815

４枚 1,275 １４枚 3,875 ２４枚 6,475 ３４枚 9,075

５枚 1,535 １５枚 4,135 ２５枚 6,735 ３５枚 9,335

６枚 1,795 １６枚 4,395 ２６枚 6,995 ３６枚 9,595

７枚 2,055 １７枚 4,655 ２７枚 7,255 ３７枚 9,855

８枚 2,315 １８枚 4,915 ２８枚 7,515 ３８枚 10,115

９枚 2,575 １９枚 5,175 ２９枚 7,775 ３９枚 10,375

１０枚 2,835 ２０枚 5,435 ３０枚 8,035 ４０枚 10,635

 

流流流流れれれれ長長長長さによるさによるさによるさによる流流流流れれれれ枚数枚数枚数枚数

瓦割付枚数換算表

◎スーパーモランＳ４５

13

単位（ｍｍ）

流れ寸法＝軒瓦の桟木位置＋（桟瓦の登り寸法×桟瓦の枚数）

2

3

5

7

5

2

6

0

2

6

0

瓦座

2

3

5

2

6

0

2

6

0

2

6

0



左袖：全幅　　１４０mm 右袖：全幅　　　１４０mm

半瓦：全幅　　２４０mm 桟瓦利寸法 ２８０mm

左袖墨位置　  ２９５mm 右袖墨位置　  ３４０mm

(桟瓦の働き幅寸法２８０ｍｍの例）

単位（ｍｍ）

左袖＋半瓦＋右袖合計寸法＝３５０ｍｍ 350mm+桟瓦の働き幅寸法(280mm)×枚数

水平枚数 水平寸法 水平枚数 水平寸法 水平枚数 水平寸法 水平枚数 水平寸法

１枚 630 ２１枚 6,230 4１枚 11,830 ６１枚 17,430

２枚 910 ２２枚 6,510 ４2枚 12,110 ６２枚 17,710

３枚 1,190 ２３枚 6,790 43枚 12,390 ６３枚 17,990

４枚 1,470 ２４枚 7,070 44枚 12,670 ６４枚 18,270

５枚 1,750 ２５枚 7,350 45枚 12,950 ６５枚 18,550

６枚 2,030 ２６枚 7,630 46枚 13,230 ６６枚 18,830

７枚 2,310 ２７枚 7,910 47枚 13,510 ６７枚 19,110

８枚 2,590 ２８枚 8,190 48枚 13,790 ６８枚 19,390

９枚 2,870 ２９枚 8,470 49枚 14,070 ６９枚 19,670

１０枚 3,150 ３０枚 8,750 50枚 14,350 ７０枚 19,950

１１枚 3,430 ３１枚 9,030 51枚 14,630 ７１枚 20,230

１２枚 3,710 ３２枚 9,310 52枚 14,910 ７２枚 20,510

１３枚 3,990 ３３枚 9,590 53枚 15,190 ７３枚 20,790

１４枚 4,270 ３４枚 9,870 54枚 15,470 ７４枚 21,070

１５枚 4,550 ３５枚 10,150 55枚 15,750 ７５枚 21,350

１６枚 4,830 ３６枚 10,430 56枚 16,030 ７６枚 21,630

１７枚 5,110 ３７枚 10,710 57枚 16,310 ７７枚 21,910

１８枚 5,390 ３８枚 10,990 58枚 16,590 ７８枚 22,190

１９枚 5,670 ３９枚 11,270 59枚 16,870 ７９枚 22,470

２０枚 5,950 ４０枚 11,550 60枚 17,150 ８０枚 22,750

瓦の割り付け寸法ではありませんのでご注意ください。

大体の枚数を見るための換算表です。実際の見積には参考程度でお使いください。

14

エル袖仕様、水平長さによる水平枚数

　

1

5

4

5

　

ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ65mm

1510

野地板桟木(15×21ﾐﾘ以上）

破風板

ｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘65mm

又は、ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ

添え木(15×21ﾐﾘ以上）

(桟木代用)

瓦座（45ﾐﾘ角）

1

5

5

登淀

添木

280

35

140

140

　

35

45 60

140

50

55

50



左袖：全幅　　２５０mm 左袖墨位置２１５ｍｍ

右袖：全幅　　３３５mm 右袖墨位置２５５ｍｍ

　

(桟瓦の働き幅寸法２８０ｍｍの例）

単位（ｍｍ）

左袖＋右袖合計寸法＝４７０ｍｍ 470mm+桟瓦の働き幅寸法(280mm)×枚数

水平枚数 水平寸法 水平枚数 水平寸法 水平枚数 水平寸法 水平枚数 水平寸法

１枚 750 ２１枚 6,350 4１枚 11,950 ６１枚 17,550

2枚 1,030 ２２枚 6,630 ４2枚 12,230 ６２枚 17,830

３枚 1,310 ２３枚 6,910 43枚 12,510 ６３枚 18,110

４枚 1,590 ２４枚 7,190 44枚 12,790 ６４枚 18,390

５枚 1,870 ２５枚 7,470 45枚 13,070 ６５枚 18,670

６枚 2,150 ２６枚 7,750 46枚 13,350 ６６枚 18,950

７枚 2,430 ２７枚 8,030 47枚 13,630 ６７枚 19,230

８枚 2,710 ２８枚 8,310 48枚 13,910 ６８枚 19,510

９枚 2,990 ２９枚 8,590 49枚 14,190 ６９枚 19,790

１０枚 3,270 ３０枚 8,870 50枚 14,470 ７０枚 20,070

１１枚 3,550 ３１枚 9,150 51枚 14,750 ７１枚 20,350

１２枚 3,830 ３２枚 9,430 52枚 15,030 ７２枚 20,630

１３枚 4,110 ３３枚 9,710 53枚 15,310 ７３枚 20,910

１４枚 4,390 ３４枚 9,990 54枚 15,590 ７４枚 21,190

１５枚 4,670 ３５枚 10,270 55枚 15,870 ７５枚 21,470

１６枚 4,950 ３６枚 10,550 56枚 16,150 ７６枚 21,750

１７枚 5,230 ３７枚 10,830 57枚 16,430 ７７枚 22,030

１８枚 5,510 ３８枚 11,110 58枚 16,710 ７８枚 22,310

１９枚 5,790 ３９枚 11,390 59枚 16,990 ７９枚 22,590

２０枚 6,070 ４０枚 11,670 60枚 17,270 ８０枚 22,870

瓦の割り付け寸法ではありませんのでご注意ください。

大体の枚数を見るための換算表です。実際の見積には参考程度でお使いください。

一体袖仕様、水平長さによる水平枚数

15

登り淀

　

垂木

215

破風板

下葺き材

野地板

255

35170 30035



カッポンカッポンカッポンカッポン仕様仕様仕様仕様

トンビ仕様

 

役瓦名称と使用箇所

16

　

輪型雪止瓦

輪型雪止瓦

７丸三つ又 カッポン トンビ

軒用桟瓦

トンビ上丸

トンビ

カ

ッ

ポ

ン

軒

用

桟

瓦

ト

ン

ビ

上

丸

７寸紐丸

７寸丸目板

軒用桟瓦

ト

ン

ビ

上

丸

軒

用

桟

瓦

カ

ッ

ポ

ン

トンビ

トンビ

　

カッポン

三つ又

桟

　

瓦

桟

　

瓦

軒

用

桟

瓦

半

瓦

エル形袖瓦左

７寸紐丸 桟　瓦 カッポン

軒

用

桟

瓦

カッポン

カッポン

７寸紐丸直角

軒用桟瓦

桟　瓦

桟　瓦

７寸紐丸巴

エル形袖瓦右 エル形袖角瓦右

エル形袖角瓦左

軒用桟瓦

右

切

隅

瓦

左切隅瓦



１１１１．．．．部材部材部材部材リストリストリストリスト（（（（１１１１）　）　）　）　

石州防災Ｓ瓦『スーパーモランＳ４５』使用標準部材

17

軒 瓦 

トンビ上丸 

140

140

3

2

0

半  瓦  

3

2

0

240

トンビ 

305

3

0

5

一体型右角 

一体型右袖 

一体型左袖 

一体型左角 

140

1

5

5

140

1

5

5

1

5

5

320

1

5

5

320

エル型左角 

エル型左袖 

エル型右袖 

エル型右角 

桟 瓦 

 軒用桟瓦(標準品）      

裏面釉薬深掛け 

輪型雪止瓦 

280

325

280

325

2

6

0

軒 瓦 

　

325

280

2

6

0

6

0

325

6

0

2

6

0

325

310

6

0

2

6

0

335

230

　

3

2

0

250

250

230

3

2

0

　

2

6

0

6

0

310

335



１．部材リスト（２）　

石州防災Ｓ瓦『スーパーモランＳ45』使用標準部材

18

タレ付7寸丸巴紐付き 

7

0

220

2

7

5

3

0

0

180

320

225

9

5

5

0

タレ付７寸丸巴 

紐丸7寸両桟瓦 

紐丸７寸 

７寸丸かっぽん（側部） 

７寸丸巴（紐無し） 

７寸丸巴（紐あり） 

タレ付き７寸紐丸 

2

2

5

2

2

5

330

8

5

9

7

270

310

5

 

9

7

270

310

9

7

270

310

250 50

8

5

9

7

275

8

5

9

7

270

335



２．部材リスト
　　　　石州防災Ｓ形瓦”スーパーモランＳ４５”使用副資材

　

19

棟垂木(43×43） 

（防腐処理済材） 

棟金具に取り付けて・・。 

瓦桟木（15×21以上） 

（防腐処理済材） 

一体袖使用時に立て向   

きで登り淀代わりに・・・。 

 

ケラバ用登淀（45×45） 

（防腐処理済材）       

エル袖使用時に桟木と   

重ねて・・・・。 

軒用瓦座 

（防腐処理済材） 

プラスチック軒面戸 

（ｽｰﾊﾟｰﾓﾗﾝＳ45専用） 

棟用補助金具 

Ｈ-８０～１２０ｍｍ 

桟木打ち用ﾜｲﾔｰ連結釘 

Ｌ-38～45ｍｍ 

ステンレススクリュー釘 

Ｌ-６５ｍｍ 

軒先エル型釘  

Ｌ-７５mm 

パッキン付ステンレスﾋﾞｽ 

Ｌ-６５ｍｍ 

パッキン付ステンレスﾋﾞｽ 

Ｌ－１００ｍｍ 

 

パッキン付ステンレスﾋﾞｽ 

Ｌ-１２０ｍｍ 

谷板金 捨て谷板金 ステンレス線 瓦接着剤（ｼﾘｺﾝ･ｺｰｷﾝｸﾞ） 

下葺き材（ｺﾞﾑｱｽ系） なんばん（白）２０Kg入り 

長さ1100mm（4枚用） 

1
5

21
105

4

0

1,011

瓦用接着剤

シーラーテープ25mm 

4

3

43

45

4

5

7

 

二段シーラー（谷用面戸） 



下葺き材は、一層貼りとします。

継ぎ目は、流れ方向に100mm以上、桁行方向に200mm以上重ねて、桁行方向に横貼りしてください。

壁際は３００mm以上立ち上げてください。

破れたところ、ピンホールが出来る恐れのあるところは、防水テープやシリコンシーリング等で

補修、補強してください。

ステープルなどによる留め付け間隔は、流れ方向で300mm以内、桁行方向で900mm以内とする。

　

 

軒先部は、瓦座の頂点を越えるまで貼ってください。      ケラバ部は登り淀を包み込むように貼ってください。

隅棟部・谷部などの水が集中し易いところは増し貼りしてください。

20

下葺下葺下葺下葺きききき材材材材のののの施工施工施工施工

3

0

0

m

m

以

上

2

0

0

m

m

以

上

1

0

0

m

m

以

上

3

0

0

m

m

以

上

壁下地

下葺き材

　

　

 

 

 

下葺き材

　

　

　

2

5

0

m

m

以

上

2

5

0

m

m

以

上

割

り

増

し

幅

増

し

張

り

幅

　

棟の下葺き材は三重貼りにする。

下葺材を上から一枚もので増し張りする

　

　

　

　

2

5

0

m

m

以

上

2

5

0

m

m

以

上

増

し

張

り

幅

　

一枚ものの下葺材を先に増し張りする。

（谷の下葺き材は三重貼りにする。）

増

し

張

り

幅

　

鼻隠し

Ｄ

瓦　座

垂　木

野地板

下葺材

軒先部

下葺き材

破風板

野地板

登り淀

高さ調整材(15×21~30)

（45×45） 4

5

1

5

エル袖仕様袖 部



瓦桟木瓦桟木瓦桟木瓦桟木のののの施工施工施工施工

桟木は、15×21mm以上、良質な松材、杉材、檜材または防腐処理済み材などを使用し、

形状的にも良質のものを選んでください。

桟木は、葺き足ピッチにあわせ垂木ごとに確実に釘で固定してください。

縦桟木使用の場合も垂木ピッチに合わせてください。

　

21

垂木ピッチ

葺

き

足

ピ

ッ

チ

瓦桟木 15×21mm以上

桟木留め用ロール釘（

38mm

以上）

桟木(15×21以上）

軒先部

下葺材野地板

鼻隠し

垂　木

瓦　座



 

板金施工板金施工板金施工板金施工

谷板金

　

ケラバ水切板金（エル袖仕様） 流れ壁際捨て谷板金

軒先水切板金軒先水切板金軒先水切板金軒先水切板金   ※強風地域等では、軒先の雨処理に有効です。
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瓦桟木（15×21ﾐﾘ以上）

1

5

0

ﾐ

ﾘ

以

上

1

5

0

ﾐ

ﾘ

以

上

下葺材(増し貼り)

　

谷　部

谷用板金

　

　

　

　

90~110

瓦桟木（15×21mm以上）

下葺き材

下

葺

き

材

の

立

ち

上

が

り

寸

法

3

0

0

ﾐ

ﾘ

以

上

1

5

0

捨谷板金

登り淀

桟　木

　

ケラバ水切板金

（15×21mm以上）

（45×45mm）

野地板

破風板

桟木(15×21mm以上)

下葺材

軒先水切り板金

　

下葺き材

鼻隠し

瓦　 座



軒先部軒先部軒先部軒先部

標準施工標準施工標準施工標準施工

軒用桟瓦は全枚数を、ステンレススクリュー釘（Ｌ-６５mm）又はステンレスビス（Ｌ-６５mm）２本と

　エル型釘（Ｌ-７５mm）などで留め付けてください。

耐風工法耐風工法耐風工法耐風工法やややや急勾配急勾配急勾配急勾配などなどなどなど特殊特殊特殊特殊なななな工法工法工法工法のののの場合場合場合場合

軒用桟瓦はステンレススクリュー釘（Ｌ-６５mm）又はステンレスビス（Ｌ-６５mm）で２ヶ所と、桟峠に穴を

あけパッキン付ステンレスビス（Ｌ-１００mm）など、３ヶ所以上で留め付けてください。

桟峠の穴は注文生産致します。

軒先耐風施工仕様軒先耐風施工仕様軒先耐風施工仕様軒先耐風施工仕様

23

下葺材

　

桟木15×21ｍｍ以上

Ｌ型釘Ｌ-７５

瓦　座

ステンレススクリュー釘Ｌｰ６５

軒用桟瓦(裏釉薬深塗）

瓦　座

桟木15×21ｍｍ以上

下葺材

ﾊﾟｯｷﾝ付きステンレスビス100ｍｍ

軒用桟瓦（桟山釘穴付）



屋根の形状

軒先瓦・袖瓦・袖角瓦は三箇所を釘またはビス、エル釘などで緊結してください。

雪止瓦は二箇所の釘穴を釘又はビスで緊結してください。

半瓦は、二箇所の釘穴を釘またはビスで緊結します。

袖瓦や軒瓦棟瓦に隣接する桟瓦は二箇所の釘穴を釘またはビスで緊結してください。

その他の桟瓦は、全枚数釘又はビスで左側の釘穴を緊結してください。（標準工法）

強風地域、急勾配屋根や耐風工法など特殊な施工の場合は釘穴を二箇所とも緊結してください。(特殊工法）

緊結の方法は一例です。風の強い場所・建物の規模・種類等に応じて適切な方法を採用してください。

軒先には、専用プラスチック製軒先面戸を準備しております。(全長1120mmかわら４枚用）

桟瓦桟瓦桟瓦桟瓦のののの施工施工施工施工

桟瓦の割付寸法
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注）軒瓦の出寸法が７５ｍｍの場合

桟木（15×21mm以上）

瓦座

下葺き材

野地板

軒用桟瓦

桟瓦



軒瓦軒瓦軒瓦軒瓦のののの施工施工施工施工

瓦の先端に前垂れを付けた軒瓦を準備しました。
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280235 280 280 280

　

　

　

下葺き材

　

　

瓦桟木（15×21以上）

280 15

15



雪止雪止雪止雪止めめめめ瓦瓦瓦瓦のののの施工施工施工施工

　

 

 

取り付け方法

雪止め瓦はステンレススクリュー釘（Ｌ-６５）又はステンビス2本で確実に固定してください。

雪止め瓦の１段目は軒桁付近に取り付けてください。
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ｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘 (L－65mm）又はｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ（ L-65mm)

雪止め瓦の一段目は、軒桁付近に取り付けてください

雪止瓦はｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘(L-65mm)又はｽﾃﾝﾚｽビス２本で確実に固定してください。

　

　

　

　

桟瓦

軒用桟瓦

輪型雪止瓦

野地板

下葺材

桟木

鼻隠し

瓦座



　 壁際施工壁際施工壁際施工壁際施工

流れ壁際施工
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平行壁際施工
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谷施工谷施工谷施工谷施工

切断した桟瓦は屋根用接着剤などで固定してください。

　

釘穴に緊結線を通して、谷板金の外へ吊り上げ、釘でとめる。

（谷縁瓦が谷板金の上になって緊結できないときは隣接する瓦に接着剤などで固定してください。）
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瓦用接着剤



垂れ付き７寸紐丸

スーパーモランＳ４５は、片流れ屋根用に７寸紐丸で垂れのついた専用紐丸を準備

致しました。受注生産になっていますので、早めに手配お願いいたします。

納品までには時間がかかりますのでご容赦ください。

屋根地上部から約７０ｍｍくらいのスペースを作ってください。
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片流片流片流片流れれれれ屋根屋根屋根屋根

うしろ側 

おもて側 
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水切板金
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棟瓦受け木
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タレ付き7寸紐丸仕様

なんばん

ｼｰﾗｰﾃｰﾌﾟ

幕板又はサイディング

ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ



陸陸陸陸　　　　棟棟棟棟　　　　のののの　　　　施施施施　　　　工工工工

棟金具を垂木通りに９００ｍｍ以内の間隔で野地板上に固定します。

大棟の冠瓦の端部は、切り妻の場合は棟留め瓦を、寄せ棟の場合は三つ又を使用してください。

それらの留め付けはパッキン付ステンレスビス（Ｌ-６５ｍｍ）を使用してください。

棟留め瓦の頭が下がらないように注意して施工してください。

桟瓦は棟芯まで葺き上げてください。

棟際の瓦をカットする場合は、勾配に合わせて瓦座をいれ、釘で留め付けてください。

棟金具の高さは８０～１００ｍｍ程度で４３×４３ｍｍの角材を使用、パッキン付きステンレスビス

（Ｌｰ６５ｍｍ）で留め付けてください。

半瓦仕様
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棟金具８０ｍｍ

７寸紐丸伏せ

パッキン付きステンレスビス６５ mm

４３×４３角垂木

　

間隔９００ｍｍ以内で

瓦 座

１ ０ ０ｍ ｍ棟 金 具

間隔 ９ ００ ｍｍ 以 内で

半瓦

４３角垂木

６ ５ ｍｍ パッ キ ン付 きビ ス



隅隅隅隅　　　　棟棟棟棟　　　　のののの　　　　施施施施　　　　工工工工

棟金具を９００ｍｍ以内の間隔で垂木通りに野地板上に留め付けてください。

隅棟際の桟瓦は切断面の隙間を３０ｍｍ程度に葺き上げてください。

切断した桟瓦は釘止めまたは屋根用接着剤で固定してください。

棟金具は高さ１００～１２０ｍｍ程度で４３×４３ｍｍの角材を使用、パッキン付きステンレスビス

（Ｌｰ６５ｍｍ）で留め付けてください。

　

トンビ納め

カッポン納め

隅棟断面図

31

なんばん漆喰

棟金具１００～１２０ｍｍ

43×43mm角垂木

ﾊﾟｯｷﾝ付きステンレスビス６５ｍｍ

（間隔９００ｍｍ以内で）

　

　

　



工事点検工事点検工事点検工事点検チェックリストチェックリストチェックリストチェックリスト

このチェックリストは、工事店が自主点検として行い、施工後に必要事項を記入の上、現場担当者に提出します。

工事概要

担当部署名

担 当 者

社     名

担 当 者

社     名

施 工 者

自主点検結果

自主点検 備    　　　考

項       目

下葺き材

材料確認 材料の形状、数量は正しいか、

瓦の種類・色は図面通りか

準      備 野地板の不陸・釘の出はないか

屋根足場はかかっているか

広小舞・登り淀は、正しく取り付けられているか

下葺き材の重ね・立ち上げ寸法は正しいか

瓦桟木の釘打ちはよいか

軒先瓦の出は正しいか

桟瓦の葺き方はマニュアル通りか

屋根工事 軒瓦の葺き方はマニュアル通りか

ケラバ瓦は正しく納められているか

棟瓦は正しく納められているか

その他各部の納まりは良いか

葺き足は揃っているか

瓦の破損はないか

片付け清掃 屋根上に切りくず・残材などはないか

屋根の片付け・清掃は行われているか

そ  の  他
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 内　　　　　容

設計事務所

所 在 地 　工 務 店

判     定

施 主 名

工 事 日 屋根工事店



１８１８１８１８．．．．ガイドライン(ガイドライン(ガイドライン(ガイドライン(全瓦連全瓦連全瓦連全瓦連））））抜粋抜粋抜粋抜粋

かわらかわらかわらかわら工事関係法規法令工事関係法規法令工事関係法規法令工事関係法規法令

第　Ⅰ　編　　　総　　　　則

設計の基本概念

  この「瓦屋根標準設計・施工ガイドライン」は、

（１）粘土瓦及び厚型スレート施工工事の設計及び施工を行う人を対象とする。

（２）法令に準拠して、風圧力や地震力に対して屋根葺き材の緊結等に必要な構造性能を

明らかとする。

（３）屋根葺き材の緊結等に必要な構造性能を確認するための標準試験方法を示す。

（４）法令の仕様規定に対応した標準施工方法（法令の仕様規定より優れた構造性能を有

する方法）を例示するとともに、標準試験方法で確認された構造性能を示す。

（５）法令の構造計算規定に対応した標準施工方法を示すとともに標準試験方法によって

確認された構造性能を示す。

（６）その他、耐久性能･防水性能等についての設計･施工法のキーポイントを設計者・施工

者に理解、しらしめる。

　　　ことを目的に作成した。

建築基準法に寄れば、屋根葺き材は、昭和46建告示第１０９号に規定する取付け仕様の規

定を満足すればよいことになっている。しかしながら「瓦屋根標準設計施工ガイドライン」では、

これまでの災害などの経験から以下に示すような構造計算規定に定められた基準風速にも

とづき、取付け方法をとるものとした。

(1)平部（一般には風圧力が地震力を上回る）について

標準的なＪ形桟瓦

（ａ)基準風速３２m/s未満地域は、基本として平部２枚に１枚の留め付け

(b)基準風速３２m/ｓ以上、３８m/s未満地域は基本として平部全数の留め付け

（ｃ）基準風速３８m/s以上地域は、基本として構造計算規定で対応

標準的なＳ形桟瓦

(ａ)基準風速３２m/s未満地域は、基本として平部２枚に１枚の留め付け

(b)基準風速３２m/ｓ以上、３８m/s未満地域は基本として平部全数の留め付け　

(ｃ)基準風速３８m/s以上地域は、基本として構造計算規定で対応

標準的なＦ形桟瓦

(ａ)基準風速３２m/s未満地域は、基本として平部全数の留め付け

(b)基準風速３２m/ｓ以上、３８m/s未満地域は基本として平部全数の留め付け及び補強　

(ｃ)基準風速３８m/s以上地域は、基本として構造計算規定で対応

なお、地形の影響等により風速の増大が見込まれる場合はそれに対する適切な配慮が

必要になる。

（２）棟部（一般には地震力が風圧力を上回る）について

基本としては棟芯材、棟補強金物を用いる。これは加速度１Ｇによる地震力に対して脱落

しない性能を有するものである。

法令に従い、荷重・外力を算定する。採用しようとする瓦の取り付け方法について、標準試

より算定された荷重･外力に対し、脱落等の構造安全性に関する支障がないことを確認する。

験方法に本ガイドラインには、いくつかの標準工法が示されている。各標準工法にはそれぞ

れ構造安全性が確認された荷重･外力の値も示されている。よってそれらの標準工法につ

いては、改めて試験することなく採用することができる。

参考文献

 

１－１　目的

１－２　　仕様規定への対応

１－３　　　　構造計算規定への対応　

社団法人全日本瓦工事業連盟発行　　『かわら2004・33号』
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第１章



第第第第２２２２章章章章
(ガイドライン

(ガイドライン(ガイドライン

(ガイドライン抜粋瓦工事関係法規法令

抜粋瓦工事関係法規法令抜粋瓦工事関係法規法令

抜粋瓦工事関係法規法令）

））

）

     ここでは、建築基準法施行令ならびに関連建設省告示に従って、構造安全性、風荷重、

　     屋根葺き材・ 外装材・帳壁等の外装材の耐風設計に関わる基準を紹介する。

　　●法第２０条（構造耐力）

     すべての建築物について、安全な構造でなければならないこと、および一定規模以上

    の建築物に ついては、構造計算で安全な構造であることを確認しなければならないと

　　規定している。

　　●令第３６条（構造方法に関する技術的基準）

     建築物の荷重、外力に対する安全上必要な構造方法を定めている。

　　●令第３９条（屋根葺き材等の緊結）

     屋根葺き材について、風圧力や地震等の振動によって脱落しないように規定している。

　 　　●令第８２条の５（屋根葺き材等の構造計算）

     屋根葺き材は平１２告示第１４５８号に規定する構造計算で、風圧力に対し構造耐力上

    安全であることを、確認しな ければならないと規定している。(一定規模以上の建築物）

    ●令第８２条の６（限界耐力計算）

     屋根葺き材について、地震力によって建築物に生ずる加速度等を考慮して、地震に対

     する構造安全性を、また風圧力に対する構造安全性を構造計算によって確認すること

　　　を規定している。

　　●昭４６告示第１０９号（屋根葺き材、外装材及び屋外に面する帳壁の基準を定める件）

　　 屋根葺き材は、荷重･外力に対し脱落、浮き上がりを生じないように、たるき、梁、けた、

    野地板、その他 これらに類する構造部材に取り付けること。また、屋根葺き材や緊結金

    物等について、腐食や腐朽する 恐れのある場合は、有効なさび止めや防腐の為の措置

     をとること。さらに屋根瓦について軒やけらばから二枚通りまでを一枚ごとに、その他の

    部分のうち棟については、一枚ごとに、銅線、鉄線、釘等で下地に 緊結し、またはこれと

　　同等以上の効果を有する方法ではがれ落ちないように葺 くことを定めている。

    ●平１２告示第１４５４号（ Ｅ

ＥＥ

Ｅ　の数値を算出する方法並びに Ｖｏ

ＶｏＶｏ

Ｖｏ  及び風力係数の数

    値を定める件）告示の第一で、Ｅ

ＥＥ

Ｅ  について、Ｅ＝Ｅｒ

Ｅ＝ＥｒＥ＝Ｅｒ

Ｅ＝Ｅｒ   Ｇｆ

ＧｆＧｆ

Ｇｆ  の式によって計算をする

　　ことを規定している。

     （ Ｅｒ

ＥｒＥｒ

Ｅｒ  ：平均風速の高さ方向の分布を表す係数、Ｇｆ  

Ｇｆ  Ｇｆ  

Ｇｆ  ：ガスト影響係数）

     告示の第二では、地方の区分ごとの Ｖｏ

 Ｖｏ Ｖｏ

 Ｖｏ    についての数値を表示している。
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屋根葺屋根葺屋根葺屋根葺きききき材材材材（（（（瓦瓦瓦瓦））））にににに関関関関するするするする関連法令告示関連法令告示関連法令告示関連法令告示

２

２２

２－

－－

－１

１１

１　　

　　　　

　　はじめに

はじめにはじめに

はじめに

２－２　外装材等に関係する法令の条文及び告示の概説

■建築基準法

■建築基準法施行令

■建設省告示



　

　　（TdTdTdTd、、、、BdiBdiBdiBdi、、、、安全限界変位、TsTsTsTs、、、、BsiBsiBsiBsi、、、、Fh Fh Fh Fh 及びGsGsGsGsを計算する方法、並び

  　に屋根葺き材等の構造耐力上の安全を確かめるための構造計算の基準を 定める件）

    

    地震力に対しては、建築物の損傷限界時に屋根葺き材が取り付く 階に生ずる加速度に

　　よって、屋根葺き 材に作用する力に対し、緊結部の応力が短期許容応力度を超えない

    ことを確かめることを求めている。

　　（屋根葺き材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の、安全性を確かめる

    ための構造計算の基準を定める件）

     建築物の屋根葺き材等の、風圧力に対する構造耐力上の安全性を確める構造計算方

    法を定めている。 また、風圧力の算定に必要なピーク風力係数を規定している。

     風圧力の算定式は　　

     ここで、               　　      　  

・ ：平均風速の高さ方向の分布を表す係数で、平12告示第1454号に規定する数値

・ ：基準風速、     　　 　　　（それぞれの地域で予想される標準の平均風速）

・     ：ピーク風力係数

・     ：平均速度圧 （風の強さの基準値）

     法令の規定は、いわゆる仕様規定と構造計算規定からなる。

     仕様規定については、令第39条ならびにそれを受けた昭46告示第109号で規定され

     ている。この仕様規定は、すべての建築物の外装材等に適用される。

     構造計算規定は、令第８２条の５を受けた平１２告示第１４５８号、ないし令第８２条の

     ６ の七を受けた平１２告示第１４５７号で規定　（風圧力に関する部分は、この告示か

     ら孫引の形で平１２告示第１４５８号で規定）されている。

     この構造計算規定は、法第２０条で構造安全性を構造計算で確めなければならない

     と、規定され「木造建築 物では、階数３以上のもの、述べ面積５００㎡、高さが１３ｍ

     もしくは軒の高さが９ｍを超えるもの」。「木造以 外では、階数２以上のもの、延べ面

    積が２００㎡を超えるもの」となっている。

参考文献

社団法人全日本瓦工事業連盟発行『かわら2004・33号』

　

    ●平１２告示第１４５７号

    ●平１２告示第１４５８号
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　 　法令の構造計算規定によれば、屋根葺き材の構造安全性に係わる荷重・外力は、

    風圧力と地震荷重 である。

（１）　風圧力の構造計算

     屋根葺き材の構造耐力上の安全性を確めるための風圧力は、平１２建告第１４５８号

     において次式にて算出することが示されている。

 　
 

 

  

 

  Ｗ

ＷＷ

Ｗ     

        

    ：風圧力（単位：Ｎ/㎡）

　         　 ：平均速度圧（単位：Ｎ/㎡）

　    　      ：ピーク風力係数

　                          

  

 ：平均風速の高さ方向の分布を表す係数

 

  

 Ｈ

ＨＨ

Ｈ  　

 　 　

 　  

  

 ：建築物と軒の高さの平均、 Ｈ≦Ｚ

ｂ

 の時 Ｈ＝Ｚ

ｂ

 （単位：ｍ）

                 

  

 、 α

αα

α ：地表面粗度区分に応じて表に掲げる数値（ただし、地表面粗度

　　　          区分がⅣの場合は、Ⅲの数値を用いるものとする。）

 

  

         

                

        ：基準風速（単位：ｍ/ｓ）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

5 5 5 10

250 350 450 550

0.10 0.15 0.20 0.27

     局地的な地形や地物の影響により、平均風速が割り増しされているおそれがある場合

   　には、その影響 を適切に評価し、Ｅｒ

ＥｒＥｒ

Ｅｒ を割り増す必要がある。

     地表面粗度区分については平１２建告第1454号に規定されている。

     Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅰは都市計画区域外にあって、極めて平坦で障害物がないものとして特定行政庁が

     規則で定める区域とな っている。

     Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱは都市計画区域外にあって地表面粗度区分Ⅰ以外の区域、又は都市計画区域内

     にあって地表面粗度区分がⅣ以外の区域で、海岸線または湖岸線から５００ｍ以内の

     区域、ただし建築物の高さが１３ｍ以下の場合または海岸線もしくは湖岸線から２００ｍ

     を超え、かつ、建築物の高さが３１ｍ以下の場合は除くとなって いる。

     Ⅳ

ⅣⅣ

Ⅳは都市計画区域内にあって、都市化が極めて著しいとして特定行政庁が規則で定

     める区域となっている。

     Ⅲ

ⅢⅢ

Ⅲは、Ⅰ、Ⅱ、又はⅣ以外の区域である。

     以上の規定から、住宅等の低層建築物の屋根葺き材の場合はほとんど。地表面粗度

     区分はⅢと想定 することになる。

Ｚ

ＺＺ

Ｚ

Ｇ

ＧＧ

Ｇ

　

第３章 構造計算規定
３－１　　概　　要

α

αα

α

ここで、

地表面粗度区分

Ｚ

ＺＺ

Ｚ

ｂ

ｂｂ

ｂ
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３－２　　風圧力
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     基準風速は３０ｍ/ｓ～４６ｍ/ｓの範囲で９区分され、それぞれの行政単位ごとに平１２

     建告第1454号第二に示された表に定められている。（P47の表および地図を参照）

     ピーク風力係数はピーク外圧係数とピーク内圧係数の差で規定される。瓦を吹き飛ば

     そうとする風力は ピーク外圧係数が負のとき発生する。

     このときピーク内圧係数は０となる関係から、ピーク風力係数はピーク外圧係数と同じ

    値となる。

参考文献

社団法人全日本瓦工事業連盟発行　　『かわら2004・33号』
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Ｃ

ｄ

部位

勾配目安

ａ・平部

ｂ・軒・袖・棟

ｃ・隅棟

ｄ・棟端

≒２寸以下

-2.5

-3.2

-4.3

-3.2

≒４寸

－5.4 -3.2

≒６寸

１０

２０

３０

-3.2

ａ・平面の短辺長さとＨの２倍の小さい方の数値

≦

≧

θ（度）
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地震力地震力地震力地震力

第88条　　建築物の地上部分の地震力については、当該建築物の各部分の高さに応じ、当該高さの部

　　　　分が支える部分に作用する全体の地震力として計算するものとし、その数値は、当該部分の固定

　　　　荷重と積載荷重との和（第８６条第２項ただし書の規定によって特定行政庁ガ指定する多雪区域

　　　　においては、更に積雪荷重を加えるものとする。)に該当高さにおける地震層せん断力係数を乗じ

　　　　て計算しなければならない。この場合において、地震層せん断力係数は、次の式によって計算す

        るものとする。　　　　

Ｃｉ＝ＺＲｔＡｉＣｏＣｉ＝ＺＲｔＡｉＣｏＣｉ＝ＺＲｔＡｉＣｏＣｉ＝ＺＲｔＡｉＣｏ

この式において、Ｃｉ、Ｚ、Ｒｔ、Ａｉ 及びＣｏ は、 それぞれ次の数値を表すものとする。

Ｃｉ 建築物の地上部分の一定の高さにおける地震層せん断力係数

Ｚ その地方における過去の地震の記録に基づく震害の程度及び地震活

動の状況その他地震の性状に応じて1.0から0.7までの範囲内において

国土交通大臣が定める数値

Ｒｔ 建築物の振動特性を表すものとして、建築物の弾性域における固有周期

及び地盤の種類に応じて国土交通大臣が定める方法により算出した数値

Ａｉ 建築物の振動特性に応じて地震層せん断力係数の建築物の高さ方向の

分布を表すものとして国土交通大臣が定める方法により算出した数値

Ｃｏ 標準せん断力係数

2 標準せん断力係数は、0.2以上としなければならない。ただし、地盤が著しく軟弱な区域として

特定行政庁が国土交通大臣の定める基準に基づいて規則で指定する区域内における木造

の建築物（第46条第2項第１号に掲げる基準に適合するものを除く）にあっては、0.3以上とし

なければならない。

参考資料

瓦屋根標準設計・施工ガイドラインより抜粋
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瓦瓦瓦瓦のガイドラインのガイドラインのガイドラインのガイドライン工法工法工法工法
（平成24年追加資料）

高品質な瓦と優れた施工方法。この二つが揃ってはじめて。安心・快適な瓦屋根が出来上がります。

全日本瓦工事業連盟では、最新の実験データに基づいた「ガイドライン工法」を推奨。そのメリットは、

従来の施工法に比べて耐震性・耐風性が飛躍的にアップしたことです。

ガイドライン

ガイドラインガイドライン

ガイドライン工法

工法工法

工法なら

ならなら

なら台風

台風台風

台風の

のの

の強

強強

強い

いい

い風

風風

風にも

にもにも

にも安心

安心安心

安心。

。。

。

台風

台風台風

台風にも

にもにも

にも安心

安心安心

安心。

。。

。強風

強風強風

強風が

がが

が吹

吹吹

吹いても

いてもいても

いても、

、、

、瓦

瓦瓦

瓦はずれない

はずれないはずれない

はずれない、

、、

、飛

飛飛

飛ばない

ばないばない

ばない。

。。

。

平成12年、建設省（当時）は全国の自治体ごとに「基準風速」を決め、大型台風下の

強風でも瓦が飛ばされない工事を実施するよう指示しました。この「基準風速」に従っ

て、安全な瓦屋根づくりの標準施工方法を示したのが「ガイドライン工法」です。

瓦表面

瓦表面瓦表面

瓦表面に

にに

に 当

当当

当たる

たるたる

たる風

風風

風だけでなく

だけでなくだけでなく

だけでなく、

、、

、巻

巻巻

巻き

きき

き上

上上

上げる

げるげる

げる風圧

風圧風圧

風圧にも

にもにも

にも強

強強

強さを

さをさを

さを発揮

発揮発揮

発揮。

。。

。

瓦屋根の強風対策でもっとも大切なこと。それは風が通り過ぎるときに生じる「瓦を

巻き上げる力（内圧）です。「ガイドライン工法」では、風が瓦屋根の表面に当たったと

きの外圧と、持ち上げようとする内圧を緻密に計算して施工します。

新幹線

新幹線新幹線

新幹線（250

（250（250

（250km/

km/km/

km/ｈ）

ｈ）ｈ）

ｈ）並

並並

並みの

みのみの

みの強風

強風強風

強風が

がが

が屋根

屋根屋根

屋根を

をを

を直撃

直撃直撃

直撃！

！！

！ガイドライン

ガイドラインガイドライン

ガイドライン工法

工法工法

工法は

はは

は、

、、

、そんな

そんなそんな

そんな激

激激

激しい

しいしい

しい台

台台

台

風

風風

風も

もも

も想定

想定想定

想定しています

していますしています

しています。

。。

。

日本でもっとも風の強い「基準風速４６ｍ」地域は、沖縄県と南西諸島の一部だけ。

４０ｍのレッドゾーンには高知県、鹿児島県がリストアップされています。昨今の台風襲

来回数の多さを考えると、基準風速が低いからと言って油断は禁物です。

““““地震地震地震地震のののの巣巣巣巣”と”と”と”と呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる日本列島日本列島日本列島日本列島のののの現状現状現状現状
太平洋プレートとフィリピン海プレートがぶつかり合う日本列島。私たちはまさに、地震の巣の上に

暮らしているといっても過言ではありません。いつ、どこで起こるか分からない巨大地震に備える

ため、瓦屋根もより安全性の高い方法で施工する必要があります。

「

「「

「阪神

阪神阪神

阪神・

・・

・淡路大地震

淡路大地震淡路大地震

淡路大地震クラスの

クラスのクラスの

クラスの揺

揺揺

揺れに

れにれに

れに耐

耐耐

耐える

えるえる

える。

。。

。

「ガイドライン工法」は、巨大地震（震度７）にも耐える耐震工法です。一般の木造建築の場合。

地震時に最も揺れの影響を受けやすいのが屋根の一番上の棟部分。こうした部分ごとの耐震

実験や実物大の家屋による振動実験の結果を受け、巨大地震の揺れにも対応できる工法として

まとめられたのが「ガイドライン工法」です。

“

““

“地震大国

地震大国地震大国

地震大国”

””

”日本

日本日本

日本にかかせない

にかかせないにかかせない

にかかせない先進

先進先進

先進の

のの

の耐震工法

耐震工法耐震工法

耐震工法。

。。

。

私たち瓦業界は、地震大国・日本に欠かせない耐震工法の開発にむけて長年努力を重ねてき

ました。以来、多くの実験・研究を繰り返し、確立させたのが「ガイドライン工法」です。

全日本瓦工事業連盟ｄｒは、この画期的な耐震工法の全国的な普及をめざします。

発生

発生発生

発生が

がが

が危惧

危惧危惧

危惧される

されるされる

される「

「「

「東海大地震

東海大地震東海大地震

東海大地震」

」」

」も

もも

も想定

想定想定

想定。

。。

。

今後発生が危惧されている[東海大地震」に予想波でも耐震実験を実施。

全日本瓦工事業連盟では「ガイドライン工法｣の現状に満足することなく、つねに未来を見据えた

安心・安全を追求し続けています。

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン工法工法工法工法はははは、、、、耐震性耐震性耐震性耐震性、、、、耐風性耐風性耐風性耐風性をををを飛躍的飛躍的飛躍的飛躍的にアップさせたにアップさせたにアップさせたにアップさせた施工基準施工基準施工基準施工基準ですですですです。。。。
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数々数々数々数々のののの実験実験実験実験でででで証明証明証明証明されるされるされるされる「「「「耐震性耐震性耐震性耐震性｣｣｣｣
平成17年11月、独立行政法人防災科学技術研究所（茨城県つくば市）は兵庫県三木市で

世界最大級の震動台「実大三次元震動破壊実験施設（通称。E－ディフェンス）」にて、阪神

大地震

大地震大地震

大地震と

とと

と同

同同

同じ

じじ

じ震度

震度震度

震度７クラスを

７クラスを７クラスを

７クラスを再現

再現再現

再現した

したした

した実験

実験実験

実験を

をを

を実施

実施実施

実施。

。。

。

いづれも2階建て、無補強住宅と各種補強を施した住宅の比較をした。

倒壊した無補強の住宅は、屋根についてはほとんど損傷が見られない。この実験で使用

された屋根材は瓦であり、実験で採用された瓦の施工方法こそがガイドライン工法です。

実験では、無補強の住宅の二階部分が１階を押しつぶしているが、これは瓦屋根の重さ

によるものでなく、柱や壁の耐力不足にあります。柱や基礎が老朽化していたり、壁のバ

ランスが悪い場合に倒壊する事例が多いようです。

建築基準法では、屋根の種類によって躯体の強度を決めることになっています。

屋根にあわせて柱の太さや壁の量を決めるルールです。

「屋根を軽くすれば耐震性能が向上する」というものではありません。
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